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 博士論文の要旨 

 ヴィクトリア朝(1837-1901)において、シェイクスピア(1564-1616)の戯曲『ハムレット』（1

601）の女性登場人物であるオフィーリアは文学批評、精神療法、絵画、小説、演劇といった

多種多様な社会的・文化的領域で言及され、解釈されてきた。産業革命後のヴィクトリア朝で

は職住分離と性別役割分業が進み、女性には、家庭外の労働で疲弊する男性を癒し支える良妻

賢母的な役割が求められ、その限りにおいて女性は「家庭の天使」として賞賛された。いっぽ

う、メアリ・ウルストンクラーフト(1759-1797)らが男性中心主義的社会制度の改革を試みて

いた。原初のフェミニズムに共感する女性著述家たちは、性格批評を大胆に読み替え、また小

説執筆によって、男性知識人が作り上げた画一的なオフィーリア像を覆し、それぞれのオフィ

ーリア像を作り上げていった。女優も衣装や発声法の選択によって、自らが目指すオフィーリ

アを自身の身体で舞台上に具現化した。本論文はヴィクトリア朝の政治的・社会的・文化的文

脈を精査し、オフィーリアの解釈が活性化した主たる要因として、当時勃興しつつあったフェ

ミニズムの影響に注目し、女性著述家と女優がそれまで男性が規定してきたオフィーリア像と

格闘し、時にそれと迎合しながらも、それぞれに新しいオフィーリアを作り上げいく過程を描

出した。 

 本論文第一部では、ヴィクトリア朝の男性たち（批評家、精神科医、画家）によって構築さ

れたオフィーリア像を考察する。 
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第一部第一章では、性格批評の立場からシェイクスピアを分析したサミュエル・テイラー・

コールリッジ(1772-1834)による「性格がない」というオフィーリア理解は、男性への貞淑と

従属にのみ女性の価値を見出すジョン・ラスキン(1819-1900)の主張と同調していることを指

摘した。ラスキンは当時大きな社会的影響を与えた婦人論の中でオフィーリアを酷評している

ことからも、オフィーリアは男性批評家にとって取るに足りない存在であったことが明らかに

なった。 

第一部第二章では、オフィーリアと精神医学との関連を論じた。1830 年代から推進された

精神管理療法ではオフィーリアはエロトマニアの女性の典型例とされた。事実、精神科医ヒュ

ー・ウェルチ・ダイヤモンド(1809-1886)が撮影した女性患者の写真には、女優ハリエット・

スミスソンが演じ高い評価を得たオフィーリアの衣装と同じ黒いショールを患者に着せた写

真が存在しており、男性が管理すべき女性の象徴としてオフィーリアが理解されていたことが

判明した。 

 第一部第三章では、オフィーリアを描いた絵画として広く知られるジョン・エヴァレット・

ミレー(1829-1896)の絵画『オフィーリア』(1851-1852)を取り上げ、入水と女性という主題か

ら分析した。同作におけるオフィーリアはラファエル前派の画家たちが同時期に描いた女性像

と同じく、愛する男性のために命を差し出す自己犠牲的女性であると同時に、家庭の天使とは

正反対の「堕ちた女」であるとも解釈できる。これらの二つの女性像は一見すると対照的であ

るが、どちらも女性と死を組み合わせた表現という点で表裏一体であり、オフィーリアが男性

の欲望を受け止める存在であったことを明らかにした。 

 本論文第二部では、女性著述家が構築したオフィーリア像を分析し、第一部で明らかにした

男性の手になるオフィーリア像とは異なることを指摘した。また、これらのオフィーリア像が、

女性作家が活躍し、女性の娯楽として当時の社会に根づいた小説という媒体なくしては生まれ

得なかったことを論証した。 

 第二部第四章では、フェミニストの著述家アンナ・ブラウネル・ジェイムソン(1794-1860)

の評論『道徳的、詩的、歴史的女性の特徴』（1832）を分析した。ジェイムソンはコールリッ

ジのオフィーリアには「性格がない」という評に反発し、シェイクスピアの女性登場人物のみ

を論じた点でも画期的であった同著において、オフィーリアの劣悪な幼少期を創作し、彼女に

一貫した性格を与えた。ジェイムソンによるオフィーリア像の再構築がコールリッジの性格批

評を換骨奪胎したものであることに着目し、オフィーリアが男性的価値観や権威に対する対抗

の場として機能したことを明らかにした。 
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 第二部第五章では、メアリ・カウデン・クラーク(1809-1898)の小説『シェイクスピア劇の

女性登場人物たちの少女時代』(1851-1852)が、オフィーリアを性的感情を持つ人物として明

確に描いている点に着目し、第一部で論じた精神管理療法が治療すべき存在であるとオフィー

リアをみなしたこととは相入れない点を示した。クラークは、リチャードソンの小説『パミラ、

あるいは淑徳の報い』(1740)以降、性描写を積極的に取り入れることで女性読者の要求に応え

た小説の特性を利用し、オフィーリアに性的側面を与えた。クラークのオフィーリアは、ヴィ

クトリア朝の女性に課された厳しい性規範からの逃避でもあったことを明らかにした。 

本論文第三部では舞台上でオフィーリアを演じた女優によるオフィーリアの解釈を論じた。

劇評や舞台写真、そして女優自身が執筆した自伝、また講演集を照合することで、女優がオフ

ィーリアをいかに演じ、また批評家がいかに受け止めたのかを明らかにした。 

第三部第六章では、ヴィクトリア朝演劇を代表する女優エレン・テリー(1847-1928)が演じ

たオフィーリアを論じた。ヘンリー・ジェイムズ(1843-1916)の批評（1880）をはじめ当時の

演劇批評とテリー自身の講演を付き合わせ、テリーが従来の白ではなく黒を衣装に選び、オフ

ィリーアに純真無垢以外の意味を担わせたことを明らかにした。しかしより興味深いことは、

テリーは前衛的なオフィーリアを体現しただけではなかったことである。テリーは精神管理療

法の現場に赴き、女性患者の観察を通して役作りをおこないながら、社会からオフィーリアに

仮託された「女性らしさ」にも配慮した。テリーがオフィーリアの衣装の刷新とともに、男性

社会が作り上げたオフィーリア像と折り合うことで、女優としての名声を築いた過程を詳述し

た。 

 第三部第七章では、女優パトリック・キャンベル(1865-1940)が演じたオフィーリアを取り

上げた。テリーの評価とは異なり、キャンベルのオフィーリアは、観客が恐怖を感じるほどの

狂気を帯びていたために酷評された。本論文は、キャンベルの演技上の選択理由を考察し、キ

ャンベル本人が神経症を病み安静療法を受けていたことや、アーサー・ウィング・ピネロ(18

55-1934)の戯曲で主人公を演じたことで＜新しい女＞としてのイメージを獲得したことに加

え、キャンベルが実践した発声法に着目した。古典的なシェイクスピア劇と、近代劇との差異

は、演技の根幹とも言える発声法の違いにある。キャンベルは発声法を刷新することで、それ

までとは異なるオフィーリアを具現化し、英国演劇の近代化の象徴としてのオフィーリアを演

じたことを明らかにした。 

 終章では、二一世紀においてもなおオフィーリアが、ヨーロッパはもとより日本において、

映画、CM、そして子供向け番組などに登場し、本論文で詳述したヴィクトリア朝の女性によ

るオフィーリア理解と実践からもさらに異なる姿を見せていることを指摘し、オフィーリアと

は異なる時代や文化、そして多様な媒体の要求に可変的に応える存在であると結論づけた。 
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 審査結果の要旨 

 本論文は、オフィーリアがヴィクトリア朝において文学、演劇、医療制度をはじめとする

社会の様々な領域で言及され、解釈され、再構築される過程の詳細を明らかにしている。本

論文の出発点となったのは、イレイン・ショウォールターが 1985 年に発表し、従来のオフィ

ーリア研究を文学から文学を含めた文化史の領域に拡張し、大きな影響を英文学研究に与えた

論考「オフィーリアを表象する―女、狂気、フェミニズム批評の責務」であり、本論文を構成

する男性によるオフィーリア理解と女性によるオフィーリア理解という対照も、ショウォール

ターのフェミニストリーディングに依拠している。 

 しかし、本論文はショウォールターをなぞるだけでなく、ショウォールターが十全に論証し

ていない多くの問題について、当時の文学や演劇に関する批評言説だけでなく、小説をはじめ

とする女性作家の各種著述物、女優の講演録、さらには女優の衣装等の資料など、英文学研

究および文化史研究においてもまだ詳らかにされていない多種多様な資料を丹念に調査し、

分析している。特に、第三部第六章、第七章は、女優たちがオフィーリアを演じる際に選ん

だ衣装と発声方法に着目し、女優の身体演出方法とオフィーリアの関係を分析しており、シ

ェイクスピア演劇研究においてもまだ十全に議論されていない論点を提出し、オフィーリア

像の多面性を明らかにしている。 

 手堅く、慎重な本論文の手続きは、時に冗長な記述を生み出しているが、演劇から医療ま

で社会と文化を構成する幅広い領域を対象にして説得力のある議論を構築するには、この分

量の記述が必要であったと考えられる。しかしながら、終章では、七〇代の女優が死という

自分の引き際を選ぶことの重要さを訴える、二一世紀の日本で制作された CM を取り上げ、

この CM が若くして死んだオフィーリアを儚い姿で描く、ミレーの絵画『オフィーリア』を

換骨奪胎し、高齢化社会に生きる者の心情を巧みに表現していることを指摘している。この

ように、本論文は先行研究が看過してきた論点を丁寧に取り上げ、時代や社会の要請を引き

受けてきたオフィーリア像の特性を説得的に論証しており、英文学はもとより、演劇、さら

には CM 等の映像文化研究においても、際立つ成果を挙げている。 

以上の審査内容に基づき、論文審査にあたった３名の委員による審査委員会は、本論文が

博士（学術）の学位を授与するに値するものであると判断した。 

 

 


